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る

た
め
の
動
き
も
活
発
で
あ
る
。
区
消
費
生
活
対
策
協
議
会
は
地
域
消
費

者
懇
談
会
・
消
費
者
の
つ
ど
い
を
通
じ
て
、
全
市
的
な
規
模
で
の
消
費

者
意
向
を
と
ら
え
、
毎
年
、
政
府
に
消
費
者
問
題
の
早
期
解
決
と
国
民

生
活
優
先
の
施
策
を
訴
え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
改
善
を
み
た
問
題
も

少
な
く
な
く
、
消
費
者
の
意
識
高
揚
と
消
費
者
の
利
益
擁
護
に
、
お
お

い
に
寄
与
し
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
を
経
験

し
た
主
婦
を
中
心
に
結
成
し
た
横
浜
市
消
費
者
の
会
は
、
ま
だ
日
が
浅

い
が
、
物
価
値
上
げ
反
対
運
動
を
市
民
に
呼
び
か
け
た
り
、
量
目
・
表

示
・
価
格
な
ど
の
実
態
を
調
査
し
て
、
そ
れ
を
も
と
に
行
政
機
関
や
業

界
へ
改
善
の
申
入
れ
を
お
こ
な
う
な
ど
、
自
主
的
な
消
費
団
体
と
し

て
、
今
後
の
活
動
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
消
費
者
活
動
が
、
市
民

の
間
に
い
ろ
い
ろ
な
形
で
み
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
、
よ
う
や
く
消
費
者

の
権
利
を
消
費
者
の
団
結
に
よ
っ
て
、
ま
も
っ
て
い
こ
う
と
い
う
消
費

者
意
識
が
市
民
の
間
に
芽
ば
え
て
き
た
か
ら
で
あ
り
、
今
後
、
消
費
者

活
動
の
基
盤
が
確
立
さ
れ
て
い
く
に
し
た
が
っ
て
、
さ
ら
に
ひ
ろ
が
り

の
あ
る
市
民
運
動
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

４
　
中
小
企
業

比
重
の
大
き
い
中
小
企
業

昭
和
四
十
四
年
、
農
林
水
産
業
を
除
く
市
内
総
事
業
所
七
万
三
、
一
五

〇
の
う
ち
、
九
八
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
事
業
所
（
従
業
員
数
で
は
六
七

・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
、
中
小
企
業
に
属
し
、
横
浜
経
済
の
中
で
重
要

な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
。
中
小
企
業
の
中
で
は
、
工
業
（
製
造
業
）

と
商
業
（
卸
・
小
売
業
）
の
割
合
が
高
く
、
両
者
あ
わ
せ
て
、
事
業
所

数
で
六
一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
従
業
者
数
で
五
六
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
を

し
め
て
い
る
。

そ
こ
で
、
工
業
部
門
に
お
け
る
中
小
企
業
の
地
位
を
み
る
と
、
四
十
三

年
末
で
、
工
場
数
で
は
九
八
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
を
中
小
企
業
が
し
め
て
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業

表2－37　市内総事業所における中小企業の割合

表2－37
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-
３
８
　
市
内
工
業
に
お
け
る
中
小
企
業
の
割
合
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い
る
が
、
製
造
品
出
荷
額
に
し
め
る
割
合
は
、
三
三
・
一
パ
ー
セ
ン
ト

に
低
下
す
る
。
こ
の
出
荷
額
に
し
め
る
中
小
企
業
の
割
合
は
、
七
大
都

市
中
、
最
低
の
北
九
州
市
に
つ
い
で
低
く
、
一
見
、
中
小
企
業
の
弱
体

を
し
め
す
も
の
で
あ
る
か
に
み
え
る
が
、
中
小
企
業
一
工
場
あ
た
り
の

出
荷
額
を
比
較
す
る
と
、
逆
に
最
高
の
北
九
州
市
に
つ
い
で
、
高
く
な

り
、
本
市
中
小
工
場
の
生
産
性
は
、
相
当
高
い
位
置
に
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。

一
方
、
商
業
部
門
を
み
る
と
四
十
三
年
七
月
で
商
店
数
で
は
九
九
・
四

パ
ー
セ
ン
ト
、
商
品
年
間
販
売
額
で
は
六
八
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
中
小

企
業
が
し
め
、
工
業
に
比
較
す
る
と
、
そ
の
役
割
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
割
合
を
卸
と
小
売
に
分
類
し
て
く
ら
べ
る
と
、
卸
売
業
で
は
年
間

販
売
額
の
六
一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
小
売
業
で
は
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以

上
を
中
小
企
業
が
し
め
て
お
り
、
小
売
活
動
は
、
ほ
と
ん
ど
中
小
企
業

に
負
っ
て
い
る
こ
と
が
し
め
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
中
小
商
業
全
体
で
は
、

四
十
一
年
か
ら
四
十
三
年
に
か
け
て
、
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
あ
ま
り
の
伸

び
を
し
め
し
た
が
、
内
容
的
に
は
、
小
売
業
大
規
模
化
の
動
き
に
刺
激

さ
れ
た
小
売
業
の
い
ち
じ
る
し
い
伸
び
の
反
面
、
卸
売
業
は
相
対
的
に

伸
び
悩
ん
で
い
る
。

中
小
商
業
の
一
店
舗
あ
た
り
の
四
十
三
年
の
商
品
年
間
販
売
額
を
ほ
か

中
小
企
業

の
大
都
市
と
比
較
し
て
み
て
も
、
小
売
業
は
一
、
三
七
〇
万
円
で
最
上

位
に
あ
る
が
、
卸
売
業
は
一
億
四
、
〇
三
〇
万
円
で
京
都
市
と
ほ
ぼ
同

額
で
最
下
位
に
低
迷
し
て
い
る
。
卸
売
業
の
弱
体
性
は
、
戦
災
と
戦
後

長
期
に
わ
た
る
接
収
に
よ
り
、
そ
の
活
動
基
盤
が
分
散
弱
体
化
さ
れ
た

こ
と
と
、
卸
売
物
資
の
流
通
面
に
お
け
る
拠
点
性
を
失
い
、
東
京
の
副

次
的
な
流
通
形
態
か
ら
脱
し
き
れ
な
い
こ
と
に
あ
る
。
以
上
の
概
観
に

よ
っ
て
も
、
横
浜
経
済
に
し
め
る
中
小
企
業
の
比
重
と
役
割
の
大
き
さ

が
わ
か
る
が
、
現
在
、
こ
の
中
小
企
業
を
め
ぐ
る
経
済
環
境
は
大
き
く

ゆ
れ
動
い
て
い
る
。

き
び
し
い
経
済
環
境

昭
和
四
十
年
十
一
月
か
ら
始
ま
っ
た
大
型
景
気
は
、
な
お
進
行
し
て
い

る
と
は
い
え
、
大
企
業
の
か
げ
に
か
く
れ
た
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
非

常
に
苦
し
く
、
と
く
に
資
金
難
、
人
手
不
足
に
対
処
し
、
健
全
経
営
を

存
続
さ
せ
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

四
十
年
代
に
は
い
っ
て
か
ら
の
市
内
中
小
企
業
の
倒
産
件
数
を
み
る
と
、

年
々
減
少
し
て
は
い
る
が
、
四
十
四
年
の
倒
産
件
数
は
一
一
五
件
、
負

債
総
額
五
六
億
三
、
四
〇
〇
万
円
に
も
の
ぼ
っ
て
い
る
。

こ
の
間
、
た
え
ま
な
く
進
行
す
る
技
術
革
新
と
深
刻
化
す
る
求
人
難
、
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活
を
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も
る

需
給
構
造
の
変
化
あ
る
い
は
情
報
化
時
代
の
進
展
な
ど
国
内
経
済
条
件

の
変
化
に
よ
る
企
業
間
競
争
の
激
化
の
ほ
か
、
資
本
自
由
化
の
進
展
、

豊
富
低
廉
な
労
働
力
を
も
つ
発
展
途
上
国
の
追
い
上
げ
な
ど
先
進
国
・

発
展
途
上
国
両
面
か
ら
の
攻
勢
も
ま
す
ま
す
き
び
し
く
な
っ
て
い
る
。

そ
の
う
え
過
大
都
市
化
の
進
行
に
よ
り
、
企
業
拡
張
用
地
の
入
手
難
、

道
路
交
通
の
混
雑
、
公
害
問
題
な
ど
が
中
小
企
業
の
分
野
に
も
波
及
し
、

そ
の
発
展
を
大
き
く
制
約
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
経
済
環
境
の
も
と
で
、
中
小
企
業
が
経
営
を
安
定
さ
せ
向

上
さ
せ
る
に
は
、
か
つ
て
の
低
賃
金
、
労
働
集
約
的
生
産
か
ら
脱
し
、

設
備
の
近
代
化
、
経
営
の
合
理
化
あ
る
い
は
、
経
営
基
盤
拡
大
の
た
め

の
個
別
企
業
の
組
織
化
・
集
団
化
な
ど
を
極
力
す
す
め
、
生
産
性
を
高

め
る
経
営
へ
と
体
質
改
善
を
は
か
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
そ
う

す
る
こ
と
が
今
日
ほ
ど
要
請
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

近
代
化
せ
ま
ら
れ
る
経
営

こ
の
よ
う
な
経
済
情
勢
に
対
処
す
る
た
め
、
市
は
中
小
企
業
対
策
を
重

点
施
策
の
一
つ
と
し
、
国
や
県
の
施
策
を
活
用
し
な
が
ら
、
つ
ぎ
の
施

策
を
実
施
し
た
。

中
小
企
業
指
導
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
経
営
相
談
・
診
断
・
指
導
お
よ
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び
経
営
管
理
者
研
修
、
各
種
講
習
会
な
ど
の
経
営
合
理
化
指
導
、
な
ら

び
に
生
産
性
の
向
上
、
製
品
の
品
質
・
性
能
の
向
上
を
は
か
る
た
め
の

技
術
指
導
、
巡
回
指
導
、
技
術
者
養
成
な
ど
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、

中
小
企
業

新
技
術
の
普
及
と
技
術
研
修
を
積
極
的
に
お
こ
な
う
た
め
、
四
十
五
年

度
か
ら
中
小
企
業
指
導
セ
ン
タ
ー
磯
子
支
所
に
技
術
研
修
施
設
を
設
置

し
、
新
技
術
の
開
発
導
入
に
た
い
す
る
指
導
を
さ
ら
に
強
化
し
た
。

進
行
す
る
都
市
化
と
変
化
す
る
消
費
動
向
に
対
応
す
る
た
め
、
既
存
商

店
街
の
近
代
化
を
す
す
め
る
べ
く
、
市
街
地
再
調
発
と
関
連
を
保
ち
な

が
ら
そ
の
改
造
を
促
進
し
、
さ
ら
に
商
店
街
の
近
代
化
に
関
連
し
て
四

十
五
年
度
か
ら
立
体
駐
車
場
の
建
設
調
査
に
も
着
手
し
た
。

弱
体
化
し
た
卸
売
業
の
立
直
し
に
つ
い
て
は
、
総
合
見
本
市
を
実
施
し
、

取
引
の
拡
張
を
は
か
っ
て
い
る
が
、
と
く
に
四
十
五
年
度
か
ら
、
物
資

の
流
通
を
円
滑
に
し
、
市
の
商
業
基
盤
を
強
化
す
る
う
え
に
大
き
な
役

割
を
は
た
す
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ズ
・
マ
ー
ト
の
建
設
基
礎
調
査
を
お
こ

な
い
、
卸
売
業
の
振
興
と
市
民
生
活
の
安
定
向
上
を
は
か
る
施
設
を
検

討
す
る
こ
と
と
し
た
。

横
浜
の
有
力
な
地
場
産
業
で
あ
る
ス
カ
ー
フ
・
家
具
業
界
な
ど
の
販
路

開
拓
を
は
か
る
た
め
、
各
種
展
示
会
・
見
本
市
な
ど
を
援
助
し
、
各
業

界
の
振
興
育
成
に
つ
と
め
た
。

中
小
企
業
者
が
、
そ
の
経
済
的
地
位
を
強
化
・
向
上
す
る
た
め
の
各
種

協
同
組
合
・
商
工
組
合
・
協
業
組
合
な
ど
を
主
に
、
中
小
企
業
の
組
織

化
指
導
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
組
織
化
さ
れ
た
団
体
お
よ
び
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生
活
を
ま
も
る

商
店
街
団
体
の
振
興
と
環
境
整
備
を
は
か
る
た
め
に
設
置
す
る
ア
ー
チ

や
ア
ー
ケ
ー
ド
な
ど
共
同
施
設
に
た
い
し
、
そ
の
設
置
費
の
一
部
を
助

成
し
、
組
織
化
推
進
の
一
助
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
小
規
模
小
売
業
者
が
ビ
ッ
グ
ス
ト
ア
の
進
出
に
対
抗
し
う
る

よ
う
、
独
立
を
保
っ
た
ま
ま
協
業
化
で
き
る
小
売
商
業
連
鎖
化
（
ボ
ラ

ン
タ
リ
ー
・
チ
ェ
ー
ン
）
の
実
現
を
促
進
す
る
た
め
の
講
座
を
四
十
五

年
度
か
ら
開
講
す
る
こ
と
と
し
た
。

中
小
工
場
の
発
展
・
向
上
を
は
か
る
た
め
、
本
牧
ふ
頭
関
連
産
業
用
地

お
よ
び
根
岸
湾
「
ハ
」
地
区
埋
立
地
内
に
中
小
企
業
団
地
を
造
成
し

て
い
る
。
ま
た
六
大
事
業
の
一
つ
と
し
て
造
成
さ
れ
る
金
沢
地
先
埋
立

地
に
も
大
規
模
な
工
場
団
地
建
設
を
計
画
し
て
い
る
。
こ
の
計
画
は
、

工
場
の
集
団
化
を
は
か
る
の
み
で
な
く
、
工
場
の
移
転
跡
地
を
再
開
発

し
、
市
民
の
生
活
環
境
の
向
上
を
も
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

自
己
資
金
、
信
用
力
の
弱
い
中
小
企
業
者
が
、
金
融
機
関
か
ら
融
資
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
信
用
保
証
協
会
が
保
証
人
と
な
っ
て
便
宜
を
は
か

っ
て
い
る
。

こ
の
制
度
は
、
事
業
資
金
、
中
元
・
年
末
資
金
、
小
規
模
企
業
資
金
、

商
業
近
代
化
資
金
、
輸
出
振
興
資
金
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
四

十
五
年
度
か
ら
、
商
業
手
形
を
簡
易
迅
速
に
割
り
引
く
た
め
の
手
形
割

引
制
度
を
新
設
し
た
ほ
か
、
各
種
貸
付
限
度
額
の
増
額
・
貸
付
対
象
の

拡
大
な
ど
、
中
小
企
業
金
融
の
充
実
を
は
か
っ
て
い
る
。

そ
の
他
中
小
企
業
振
興
策
の
一
環
と
し
て
流
通
セ
ン
タ
ー
、
東
京
と
の

中
小
企
業
政
策
の
課
題

一
九
七
〇
年
代
は
、
経
済
環
境
の
激
変
時
期
で
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
。

中
小
企
業
が
成
長
・
発
展
す
る
た
め
に
は
、
環
境
の
変
化
要
因
を
適
確

に
つ
か
み
、
そ
の
条
件
を
企
業
内
に
消
化
し
得
る
だ
け
の
バ
イ
タ
リ
テ

ィ
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
中
小
企
業

み
ず
か
ら
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

一
九
六
〇
年
代
は
、
中
小
企
業
に
か
か
る
不
利
の
是
正
・
組
織
化
促
進

の
時
代
で
あ
り
、
市
の
施
策
も
そ
の
よ
う
な
方
向
で
講
ぜ
ら
れ
て
き
た
。

今
後
は
、
こ
れ
ら
諸
施
策
の
い
っ
そ
う
の
強
化
・
充
実
と
企
業
の
み
ず

か
ら
の
努
力
と
を
車
の
両
輪
と
し
て
中
小
企
業
の
振
興
・
発
展
を
は
か

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
積
極
的
活
用
を
指
導
す
る
研
修
な
ど
も
開
始

し
た
。

電
話
一
体
化
、
貿
易
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
調
査
・
検
討
を
お
こ
な
っ
て
お
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